
 

１．「Ｘ－ｉｎｆｏ Ｔａｂｌｅ」のイメージ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２．「Ｘ－ｉｎｆｏ Ｔａｂｌｅ」の主な活用方法 

（１）ディスプレイ上で商品パンフレットなどのコンテンツの一部分を拡大表示したり、

コンテンツへ手書きでメモ書きするなど、重要なポイントを強調しながら説明することが可能。 

（２）お客さまがディスプレイで操作しながらコンテンツを閲覧している間に、説明担当者が同じ

ディスプレイ上で別のコンテンツやローンシミュレーションなどのアプリケーションを

準備するなど、スムーズな商品紹介が可能。 

（３）スキャナやプリンタなど周辺機器との連携機能を活用し、資料をその場でスキャンし他の

コンテンツと同時にディスプレイ上に表示したり、手書きで書き込んだ状態で印刷することが

可能。 

（４）行内パソコンやタブレット端末で利用するローンシミュレーションなどの画面を「Ｘ－ｉｎｆｏ 

Ｔａｂｌｅ」のディスプレイ上で操作するなど、既存アプリケーションの有効活用が可能。 

（５）将来的には、業務システムと連携させ、「Ｘ－ｉｎｆｏ Ｔａｂｌｅ」で金融サービスの

申込みから契約までの手続きを可能とするワンストップ・サービスを視野に入れた業務

アプリケーションの開発を目指す。 

 

外形寸法(W×H×D)： 
１，４００mm×７２０mm×７２０mm 
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